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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

▔税
泉
大
津
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
で
す

　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
南
海
本
線
「
泉
大

津
」
駅
下
車
）
に
所
得
税
・
消
費
税
・
贈

与
税
の
申
告
書
等
の
作
成
及
び
受
付
会
場

を
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間　
2
月
16
日
〜
３
月
15
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
。
）

※
開
設
期
間
中
お
よ
び
２
月
15
日
以
前
に

お
い
て
も
、
泉
大
津
税
務
署
庁
舎
内
で
は

「
作
成
済
み
の
申
告
書
等
の
受
付
」
、

「
納
税
」
、
「
納
税
証
明
書
の
発
行
」
お

よ
び
「
用
紙
の
交
付
」
の
み
を
行
い
、
確

定
申
告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

高
石
商
工
会
議
所
で
の
地
区
相
談
会
場
は
、

開
設
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
の
記
載
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
分
以
降
の
申
告
書
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
、
本
人
確
認
書
類

の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

【
本
人
確
認
に
使
用
す
る
書
類
の
例
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ

　
ー
ド
）
の
み

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
を
添
付

す
る
場
合
は
、
表
面
及
び
裏
面
の
写
し
が

必
要
で
す
。

②
通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
な
ど

■
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
確
定
申
告

が
不
要
で
す
。

①�

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
の
方

②�

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
方

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
不
要
で
も
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
国
税
庁
Ｈ
P
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.nta.go.jp

）
の
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
す
る
と
、
税
額
な

ど
が
自
動
で
計
算
さ
れ
、
申
告
書
の
作
成

が
便
利
で
す
。
ま
た
、
作
成
し
た
申
告
書

等
の
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
作
成
し

た
申
告
書
等
の
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
お
け

ば
、
翌
年
の
申
告
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
還
付
金
の
受
取
り
は
預
貯
金
口
座
へ
の

振
込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
ご
利
用
時
に
は
、
次
の
3
つ
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①��

申
告
者
本
人
名
義
の
口
座
に
限
り
ま
す
。

※
本
人
名
義
の
口
座
で
あ
っ
て
も
、
預
貯

金
口
座
名
義
に
、
店
名
・
事
務
所
名
な
ど

の
名
称
（
屋
号
）
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合

ま
た
は
旧
姓
の
ま
ま
で
あ
る
場
合
に
は
、

振
り
込
み
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②�

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
振
り
込
み
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
貯
金
総
合
通
帳
の
記
号

番
号
の
み
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
に
つ
い
て

は
、
振
込
み
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
取

引
先
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
銀
行
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
利
用
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
を
す
る
際
に
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
申
請
を
す
る
と
、
所

得
税
か
ら
の
控
除
は
発
生
せ
ず
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
行
っ
た
翌
年
の
6
月
以
降
に
支

払
う
住
民
税
の
減
税
と
い
う
形
で
控
除
さ

れ
ま
す
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
申
請
を

し
た
方
が
、
医
療
費
控
除
等
で
所
得
税
の

確
定
申
告
を
行
っ
た
場
合
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
の
申
請
が
無
効
と
な
る
の
で
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
に
ふ
る
さ
と
納
税
分

の
寄
附
金
控
除
の
記
入
漏
れ
の
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

泉大津市役所

ダイエー銀 行

府
道
堺
阪
南
線

↑ 
難
波

和
歌
山 

↓

泉
大
津
駅

いずみおおつCITY

確定申告会場
テクスピア大阪
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家
屋
を
新
築
・
増
築
す
れ
ば
登
記
申

請
が
必
要
で
す

　
家
屋
の
新
築
・
増
築
等
、
ま
た
は
取
り

壊
し
（
一
部
取
り
壊
し
を
含
む
）
を
し
た

と
き
は
、
法
務
局
へ
の
登
記
申
請
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
登
記
手
続
き
が

遅
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
税
務
課
へ
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
地
の
用
途

を
変
更
（
例
え
ば
店
舗
か
ら
住
宅
へ
）
し

た
と
き
も
、
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

事
業
主
の
皆
さ
ん�

�

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

■
給
与
支
払
報
告
書
は
1
月
31
日
ま
で

　
平
成
28
年
中
に
給
与
等
を
支
払
っ
た
場

合
、
給
与
支
払
者
は
平
成
29
年
１
月
１
日

現
在
、
従
業
員
等
が
居
住
す
る
住
所
地
の

市
町
村
に
1
月
31
日
ま
で
に
平
成
29
年
度

の
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
中
に
退
職
さ

れ
た
方
の
給
与
支
払
報
告
書
も
提
出
が
必

要
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
０
９
７

■
法
定
調
書
も
1
月
31
日
ま
で

　
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調

書
は
、
1
月
31
日
ま
で
に
所
轄
の
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
れ
ば
、
作
成
し

た
法
定
調
書
の
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　
泉
大
津
税
務
署

　
　
　
☎
０
７
２
５
（
３
３
）
５
６
０
１

▔国
民
年
金

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ�

�

20
歳
を
迎
え
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い

ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み

ん
な
で
支
え
る
仕
組
み
で
す
。
具
体
的
に

は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に
加
入
し
保

険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ

た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
が
い
が
残

っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

▼
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。
基
礎
年
金

の
半
分
を
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
、
賃
金
や

物
価
の
変
動
に
合
わ
せ
て
年
金
額
が
改
定

さ
れ
る
の
で
大
変
有
利
で
す
。
た
だ
し
、

納
め
忘
れ
等
が
あ
る
と
年
金
が
受
け
取
れ

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん

　
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、

病
気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
取
れ
る
障
害
年
金
、
加
入
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
が
受
け
取
る
遺
族

年
金
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
・
遺
族
年
金
に
は
、
支
給
さ
れ
る

条
件
が
あ
る
の
で
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

対
象　
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
、

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）
・
短
期
大
学
・
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
・
一
部

の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方

▼
納
付
猶
予
制
度

対
象　
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
で
、
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の

方問
合
先　
堺
西
年
金
事
務
所
☎
０
７
２

（
２
４
３
）
７
９
０
０
ま
た
は
市
民
課
☎

（
275
）
６
２
４
１

今月が納期限の税金

〈市民税〉�
〈府民税〉�
第4期分

1月31日までにお近くの�
金融機関またはコンビニエンス�
ストアで納めてください。
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

▔後
期
高
齢
者
医
療

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

　
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
全
員
が
１
年
間
（
毎
年
８
月
１
日
か

ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
）
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合

計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
１
月
末
頃
に
、
支
給
の
対
象
者
へ
お
知

ら
せ
と
支
給
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の
封
筒
で
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
対
象
は
平
成

27
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
７
月
31
日

ま
で
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
合
先　
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

給
付
課
☎
０
６
（
４
７
９
０
）
２
０
３
１

75
歳
を
迎
え
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
と
な
る
方
へ

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
は
75

歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

保
険
料
の
賦
課
は
誕
生
月
か
ら
で
、
納
付

は
原
則
と
し
て
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
で
す
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
料
を
口
座
振
替

で
納
付
し
て
い
た
方
が
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
と
な
り
、
口
座
振
替
を
希
望

す
る
場
合
で
も
、
新
た
に
口
座
振
替
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
金
融
機
関
ま
た
は
健

康
保
険
係
の
窓
口
へ
通
帳
・
届
出
印
・
被

保
険
者
証
を
持
参
し
、
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
保
険
料
支
払

い
）か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
を
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
支
払
い
）
で
納
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
方
で
、
口
座
振
替
で
の

支
払
い
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
出

（
納
付
方
法
変
更
申
出
書
の
提
出
）
に
よ

り
変
更
が
可
能
で
す
。
希
望
す
る
方
は
、

口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

通
帳
・
届
出
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
に
つ
き
ま
し
て
も
申
し
出
を
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
今
後
、
特
別
徴
収
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

　納税に口座振替をご利用いただくと、指定した口座から市
税等が自動的に引き落とされるので、便利で納め忘れがあり
ません。なお、相続、贈与、新・増改築等により、土地・家
屋の所有者及び持分に変更がある場合は、新たに口座振替の
手続きが必要です。手続きには、預金通帳・届出印・納付書
または領収書を持って、市役所へお申し込みください。　
　　　　　　　　　　　　   問合先　税務課☎（275）6094

平成29年５月31日
　　29年５月31日
　　29年７月31日
　　29年12月20日
　　30年２月28日
　　29年６月30日
　　29年６月30日
　　29年８月31日
　　29年10月31日
　　30年１月31日

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

平成29年２月末日
　　29年２月末日
　　29年６月末日
　　29年11月20日
　　30年１月末日
　　29年３月末日
　　29年３月末日
　　29年７月末日
　　29年９月末日
　　29年12月末日

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

全期前納分
第 １ 期 分
第 ２ 期 分
第 ３ 期 分
第 ４ 期 分
全期前納分
第 １ 期 分
第 ２ 期 分
第 ３ 期 分
第 ４ 期 分

固定資産税
都市計画税

市・府民税
（普通徴収）

（償却資産を含む）

対象税目 振替期別 振替日（納期限） 申込期限
平成29年度の口座振替日と口座振替申込期限

※口座振替の申込期限は、申込用紙が金融機関から市役所に到達する日を表します。

納税には、
便利な 口座振替を

※口座振替は納期限内のものに限ります。また、過年度分の口座振替はできません。

口座振替取扱金融機関 三菱東京UFJ銀行 池田泉州銀行 三井住友銀行
ゆうちょ銀行・郵便局近畿大阪銀行 みずほ銀行 りそな銀行 関西アーバン銀行 三井住友信託銀行

紀陽銀行 大阪信用金庫 近畿産業信用組合 近畿労働金庫 いずみの農業協同組合 成協信用組合

　未就労者の就業を支援す
るために、厚生労働大臣指
定教育訓練講座を修了した
方へ資格取得支援補助金を
支給します。（要事前相談）

対象　次のいずれにも該当する方（学生を除く）
　　　①市内在住であること
　　　②厚生労働省が実施する教育訓練給付金
　　　　の受給資格がないこと
　　　③講座の受講について、市から他の助成
　　　　を受けていないこと
補助額　講座受講料の 50％
　　　　（入学金・教材費含む、上限 3万円）
問合先　経済課 ☎（275）6149

資格取得をめざす！

～求職者資格取得支援補助金～

求職者の方を応援します！
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▔各
種
お
手
続
き

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

害
で
治
療
を
受
け
る
場
合
は
届
出
を

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、
交
通
事

故
な
ど
第
三
者
（
加
害
者
）
の
行
為
に
よ

っ
て
傷
害
を
受
け
、
国
民
健
康
保
険
を
使

っ
て
保
険
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
必
ず

国
民
健
康
保
険
の
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を

受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
国
民
健
康
保
険

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

1
月
29
日
（
日
）
に�

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
受
け
取
れ

る
臨
時
窓
口
を
開
設

　
臨
時
窓
口
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
に
は
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
ご
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間　
午
前
９
時
〜
正
午

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

予
約
・
問
合
先　
１
月
11
日
〜
25
日
ま
で

に
市
民
課
☎
（
275
）
６
２
１
２
へ

重
度
障
が
い
者
訪
問
看
護
利
用
料
助

成
事
業
を
拡
充
し
ま
す

　
平
成
29
年
1
月
利
用
分
か
ら
訪
問
看
護

利
用
料
の
助
成
を
次
の
と
お
り
拡
充
し
ま

す
。

①
1
日
利
用
ご
と
の
自
己
負
担
額
を
、
1

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
た
り「
１
割
」

か
ら「
最
大
５
０
０
円
」と
し
ま
す
。

②
月
ご
と
の
自
己
負
担
額
を
、
1
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
た
り「
制
限
な
し
」か

ら「
月
2
日
最
大
１
０
０
０
円
を
限
度
」と

し
ま
す
。

③
月
ご
と
の
自
己
負
担
額
を
、「
制
限
な

し
」
か
ら
「
最
大
２
５
０
０
円
を
限
度
」

と
し
ま
す
。

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
９
４

手
話
通
訳
者
（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）

を
募
集

募
集　
１
人

応
募
資
格　
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方
で
、
都
道
府
県
で
手
話
通
訳
者
と

し
て
登
録
し
て
い
る
方
、
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
修
了
生
の
方
ま
た
は
手
話
通
訳
士

資
格
取
得
者
の
方

　環境や廃棄物、リサイクルなどをテーマに環境・廃棄物リサイ
クルフェアと泉北環境整備施設組合の環境シンポジウムを併せて
共同開催します。

講師・テーマ
笑福亭松枝さん（落語家）
「江戸時代にごみはなかった !?」
森住明弘さん（NPO 法人大阪ご
みを考える会理事長）
「変わりゆく歴史とごみ処理～安
心・安全なごみ処理とリサイクル
の推進～」
参加費　無料
申込　当日直接会
場へ
問合先　生活環境
課 ☎（275）6266

環境・廃棄物リサイクルフェア
1 21月 日（土）
14 時（13 時 30 分開場）
アプラ大ホール

企業ブースや環境啓発パネル、婦人団体協議会の皆さんのリサイ
クル品の展示を行います。

■ リユース品の無料抽選会

■ 環境・リサイクル品等の展示

■ 有価物集団回収優秀団体表彰

■ 講演

長年にわたる活動や積極的な活動をされている団体を表彰します。

泉北クリーンセンターから提供されたリユース品の無料抽選会を
実施します。

■ 環境・廃棄物リサイクルフェア
　環境美化やごみ分別・リサイクルへの関心と理解を深め、各家
庭での分別やごみ減量化などの取組みが進むことを目的にポス
ターコンクールを実施しました。市内の小学生からの作品を展示
し、優秀作品の表彰を行います。

笑福亭松枝さん
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
１

年
間
（
更
新
可
）

業
務
内
容　
手
話
通
訳
及
び
窓
口
業
務
の

補
助
等

試
験
内
容　
書
類
選
考
・
面
接

応
募
・
問
合
先　
1
月
10
日
〜
27
日
（
必

着
）
ま
で
に
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
で
配

布
す
る
所
定
の
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
☎

（
275
）
６
２
９
４
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
。

保
健
師
ま
た
は
看
護
師
（
臨
時
的
任

用
職
員
）
を
募
集

募
集　
１
人

応
募
資
格　
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資

格
を
有
す
る
方

雇
用
期
間　
平
成
29
年
4
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日

勤
務
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

業
務
内
容　
各
種
保
健
事
業
（
パ
ソ
コ
ン

を
使
用
し
た
資
料
作
成
・
デ
ー
タ
入
力
を

含
む
）

提
出
書
類　
市
販
の
履
歴
書
、
資
格
証
明

書
の
写
し
等

応
募
・
問
合
先　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
267
）
１
１
６
０

※
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
で
は
、
各
種
保

健
事
業
に
携
わ
る
登
録
保
健
師
・
看
護
師

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ�

�

平
成
29
・
30
年
度
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
の
入
札
参

加
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
な

お
、
申
請
書
類
は
契
約
検
査
課
で
配
付
し

て
い
ま
す
。
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

有
効
期
間　
平
成
29
年
4
月
1
日
〜
平
成

31
年
3
月
31
日

受
付
期
間　
建
設
工
事
・
役
務
：
平
成
29

年
1
月
12
日
〜
19
日
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
・
物
品
・
製
造
等
：
平
成

29
年
1
月
20
日
〜
27
日

問
合
先　
契
約
検
査
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
０
９

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
医
療
法
人
医
進
会
高
石
加
茂
病
院
（
理

事
長
：
橋
本
武
志
氏
）
か
ら
福
祉
基
金
に
、

１
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

クレジットカード会社から連絡があり、28万円もの高額な請求があること
がわかった。小学生の息子がオンラインゲームで有料コインを購入したらし
い。先日、オンラインゲームの登録に700円が必要だと頼まれ、決済のために
母親のクレジットカード番号を入力した。その後はそのクレジットカード番
号で有料アイテムを次々に買ったようだ。息子は「ゲーム内でコインを買う
ときに難しい操作はなく、どんどん買えた」と言っている。（12歳　男児）

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r

オンラインゲームで高額請求！
利用する前に理解することが大切です

休館日 土・日曜日、祝日

オンラインゲームに関する相談が後を絶ちません。高額の請求を受けるケースも見られます。
クレジット決済のために親が入力したクレジットカード番号が有効になっていて、子どもが

自分で番号を入力しなくても、オンラインゲームに課金が出来てしまうケースなども見られます。ク
レジットカード番号の管理には十分注意しましょう。オンラインゲームは料金体系や決済方法が多様
化しています。周りの大人はオンラインゲームの仕組みについて理解し、ゲームの遊び方やルールに
ついては子どもと決めておくようにしましょう。困ったときは、消費生活センターに相談しましょう。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※国民生活センター「子どもサポート情報第106号」から抜粋・イラスト黒崎玄

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください
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た
か
い
し
斎
場
第
2
式
場
の
改
修
工

事
を
行
い
ま
す

　
改
修
工
事
に
伴
う
一
部
休
止
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
第
2
式
場
兼
待
合
室

期
間　
2
月
上
旬
〜
3
月
下
旬

問
合
先　
高
石
市
泉
大
津
市
墓
地
組
合

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
７
３

高
石
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
か
か
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
を
迎

え
る
中
、今
後
、市
が
保
有
す
る
公
共
施

設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
や
更
新
等

に
伴
う
財
政
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、中
長

期
的
視
点
か
ら
の
施
設
管
理
の
基
本
方
針

（
計
画
）を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

計
画（
案
）に
つ
い
て
、ご
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

閲
覧
期
間　
１
月
10
日
〜
２
月
９
日

閲
覧
場
所　

総
務
課
及
び
市
内
各
公
共

施
設（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
）

問
合
先　
総
務
課

　
　
　
　

☎（
275
）６
１
９
６

みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
29
年
を
迎
え
ま
し
た
。

21
世
紀
に
入
っ
て
16
年
を
経
過
し
ま

し
た
が
、
こ
の
21
世
紀
が
「
人
権
の

世
紀
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
い

お
こ
し
な
が
ら
、
年
の
初
め
に
際
し
、

「
人
権
」
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
理

解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

未

来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合

う
心
～

こ
れ
は
、
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関

が
定
め
た
平
成
28
年
度
の
啓
発
活
動

の
重
点
目
標
で
す
。
そ
し
て
具
体
的

に
は
、
年
間
強
調
事
項
と
し
て
、
女

性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
の

あ
る
人
・
同
和
問
題
・
ア
イ
ヌ
の

人
々
・
外
国
人
・
Ｈ
Ｉ
Ⅴ
感
染
者
や

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
・
刑
を
終
え
て

出
所
し
た
人
・
犯
罪
被
害
者
等
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
・

北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た

被
害
者
等
・
ホ
ー
ム
レ
ス
・
性
的
指

向
・
性
同
一
性
障
が
い
者
・
人
身
取

引
・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人

権
問
題
の
17
項
目
を
主
な
事
項
と
し

て
、
啓
発
活
動
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
社
会
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
い
じ
め
や
体
罰
、

児
童
虐
待
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

の
命
が
奪
わ
れ
た
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
に
よ
っ
て
心
や
身
体
に

深
い
傷
を
う
け
た
り
、
高
齢
だ
か
ら
、

障
が
い
が
あ
る
か
ら
、
同
和
地
区
出

身
者
だ
か
ら
、
外
国
人
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
差
別
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ほ
か
に
も
Ｈ
Ｉ
Ⅴ
感
染
者
、

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
に
対
す
る
誤
っ

た
認
識
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族

が
直
接
的
な
被
害
の
ほ
か
に
、
い
わ

れ
の
な
い
う
わ
さ
や
中
傷
に
傷
つ
け

ら
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
や
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
等
様
々
な
人
権
問
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ど
う
し
て
起
き
、

ど
う
す
れ
ば
な
く
せ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
に
は
私
た
ち
1
人
ひ
と
り

が
人
権
意
識
を
高
め
、
人
権
を
自
分

自
身
に
か
か
わ
る
身
近
な
問
題
と
し

て
、
気
づ
き
、
考
え
、
行
動
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

次
に
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に

基
づ
き
策
定
さ
れ
た
、
「
人
権
教

育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
「
人
権
尊
重
」
の

理
念
に
つ
い
て
を
紹
介
し
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
人
間
の
尊
厳
に
基
づ

い
て
各
人
が
持
っ
て
い
る
固
有
の
権

利
で
あ
り
、
社
会
を
構
成
す
る
す
べ

て
の
人
々
が
個
人
と
し
て
の
生
存
と

自
由
を
確
保
し
、
社
会
に
お
い
て
幸

福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
権
利
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
人
々
が
人
権
を
享
有
し
、

平
和
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
人
権
が
国
民
相
互
の
間
に

お
い
て
共
に
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
各

人
の
人
権
が
調
和
的
に
行
使
さ
れ
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「
人
権
の
共

存
」
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
し
て
、
人
権
が
共
存
す
る

人
権
尊
重
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
す
べ
て
の
個
人
が
、
相
互
に
人

権
の
意
義
及
び
そ
の
尊
重
と
共
存
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
理
性
及
び
感
性

の
両
面
か
ら
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
自
分
の
権
利
の
行
使
に
伴
う
責

任
を
自
覚
し
、
自
分
の
人
権
と
同
様

に
他
人
の
人
権
を
も
尊
重
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
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）
６
２
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いわゆる「人権」について


